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キクの培養法改善による低コスト種甫生産
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lt物の紅紙を表によるウイルスフリー化は、すでにタ

くの栄差業殖に作物を中いに確立され 握 R種 古の大量

'産 にその技術が活用されているも農家経営に占める種

苗の呆たす役割は大きく、生産現場より多品目にわたる

優良種苗供給の要望があるが、実用化に向けて多くの問

題点を残している。

本研究は 奈 真いの特たであるキクを対空に、培差粒

物を安定的に大量生産し か つ抵コス トで計画的に生産

できる技術をlft分するために 喜 頂を発した品種
!喋々

をM.rashg。4■d StOo=(MS)培地で育成したものを快試

し 培 養時の話条件が高の生産ヨストに及ぼす影響を校

討した。

指地と支持体の検討
一校によく用いられる寒天と そ れに代わる支持体と

してパルブ系A(ビ ロマット)パ ルプ系B(判副)、ロック

ウール お よびポリエステルを用い MS培 地で25℃

3 mdux 16B4間 日長の培養条件で2身節挿しで培表し

70日後に■養出の■育を調べた。草文ではパルプネB

ポリエステル、ロックウール バ ルプ系A 其 人の順に

真かった。しかし業数ゃ発根は寒天が良く そ れ以外の

支持体では従長ぎみの生育を示したため 寒 スに代わる

有望を支持体は見い出せなかった。

基本培地には MS、 1/2M S ハ イボネックスを用

い、■地のlg類とィと育との関係を調べるため 太 天を支

持体として上記条件 ドで節培表した。30日後の尊丈では

ハイポネックス培地が最も優れていた。またその他の形

質についてたが忍められなかったこと、培地作成が簡便

であることなどからハイポネックス培地は、キクの増加

培地として好適とをえられた。

培地の種濃度とCOご施用効果

培差容器内での4,育を犯すため、号地のショ粧澄度を

0、 1、 3 50sの 4区 と、C02畑 」区(1∞Oppm)お よ

び打施用区を設けて25℃ 5 000Hx 16時 lPH日長 1テ

節IHrしで培養し 30日 後に苗の生育を調査した。そのネi

呆 CO=無 施用区ではショ糖濃皮を高めると車丈が大き

くなった。しかし COぞ 施用区においてはショ構無派加

区で最も生育が良好であった。また節培差での増殖効率

に係ある栄数は 無 施用 無 派加区以外ではたが認めら

れなかったことから、CO=施 用すれ住増地から粒を除(

ことがいr能であると考えられた(4r71末)。このことは

培地作成の低コスト化 推 菌などによる,,巣防ltに効某

があると考えられた。

培本容器内の栽植密度

培差容器内の近にな培表密度を検討するため 培 差容

器(プラントボックス)当たりのなtt本数を1 3、  6

9本 として25t S0001ux 16時 間日長 1カ 前|,しで

埼玉し 30『 後に苗のi育 を比較した。他し■差な器が

限られた底面積(60mnI X 60mlt)であるので、 9本 植のもの

は外植体の業を切除してを地に対した。その結果 培 差

密度が高いはど業帽 根 鉱は低下し9ネh“では従長傾向

であつたが 業 数ではたが認められなかった(第2表 )。

また外|に体の業を切除すると生者が抑は1されると思われ

たが、移キこ時の浮き前がなくなるため、枯死率力`lI_下し

仁育6均  に なった。以上のことからこの容量の培養容

器では 実 用上9本 にEま での高密度培養がII能であり

移オどの省力化 施 設利用の効率を出めること力`できる。

種首生産に行法と改良法の比較

前述のそれぞれの成共から改良法として、25で 16時

間 長 、30001■束の培装条件で30H後 の市の生育を慣行

法と比較した。その結果 lrt死率が約半分に減少した。

しかし茶数はやや劣るため1植物体当たりでは増ルは若

T低 下したが、培抵容器半たりの増殖効率は増加した(第

3え )。これを踏まえて 限 られた施設を前捉に 1卜ooo

本規模で実用化および省力効果と経済性について慣行法
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と比鞍した(第1回 )。古100o本当たりに要する改良法の

労働時問は24時間と慣行法の255時間と大差をかったが

lD7養容器当たり9本 と培養密度を高くすることにより、

施設利用の効率化が図られるため 増 差所要日数は72日

と慣行法の102日より36日短縮できた。またハイポネック

ス寒天培地利用 C02旭 用による籍の別除などにより

設備投資費でCO,施 用施設に399)000円かかるが、古

第 1表 を 地糖濃度とC01施 月が狩表苗の生育に及ほす

彫撃D

TaЫ o l  EFfect or suoros。  ●。■0●Iltratl o■ ■nd C02

o■rtohment on growitl nnd develoβ m。■t oF

culltre,14■は

10m本 当たり必要な生産寮は ラ ン■ング コ ストをlt「

けば約610m円 下げることが市r能になり 大 畳増殖での

低コス ト化が図れた(第4表 )。また低コス ト種古生産を

実証するためには、ランエング ヨ スト 労 働費などを

検討する必要があるが、施設の利用効率が増大したこと

から こ れらの飾茂も期やされる。

第2表 培 養密度が堵養苗の生育に及ほす影響
Tabto 2  Effoot of ,ta■ it■= do■ sity on growtll a■ d

dev“切 ment ef dt re planは
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培養密度 草 承 cn)秦 数は )葉 幅(m)根 欽(本)

無施用

COな施用 構濃度〈%)草 丈(m) 案虹(枚) 1

3

6

9

3 7

3 1

3 1 9

4 1

1 2 2

1 1 7

1 1 9

125

1 6

14

12

1 0

8 6

6 2

5 8

5 3

労 3表  慣 行法。と改真法分力増 養市のを育に与える彩響

Tabに3 EFFect of oustom m●u10d ard inPreNed nethm

o■grewlh and dov●iopment oF eu[lure planに

0

1

3

5

1 3

2 9

3 9

4 5

9 5

1 1 5

1 2 0

125

180p卿 0

1

3

5

8 1

6 2

4 2

3 6

1 2 0

1 2 5

1 1 5

1 3 5

床数(枚)棋 数(ネ)粘死率¢)j8殖 駒 1容幕

1)基本培地にMS央 天培地を使用

第4表 培 差種苗の生産能率と生産費'

Tablo 4  Produolivity o■d produ。 11。i oost oF cul〔 uro

s調 ling
1)MS冬 天を地 i節挿し、シヨ格3%、4村 伊増養容綜

2)ハ イボネックス寒天ヽ地 1節 押し シ ョ糖0%、

9本1印培姜容器、CO■ 000ppm

第 1回 慣 行法と改良法の種南生産工程

n31   Nwゃ 守 Syslen J ousttm mocled ald i■preved

medled

慣行法  94

改良法  72

2 5

2 ,

9 7

4 9

376

6 4 8

所要時間(肘)所 要日鋲(日)生 産費(千円)

慣行法(A) 255
改真法(B) 20

102

72

1680

1085

B/A(%) 941 706

1)培差宙1,3抑本当たりについて算出

1)付 イ■ま(ブ ラン トiラ クス1

2 )ま真法てブラン ト下,タ ス m分 )

分ヨ 無 ヤ暖 草


